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要旨
本報告は, 日本福祉大学子ども発達学部の科目 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ における ｢弾き歌い｣ の指導に関するものである. 伴
奏をしながら歌う ｢弾き歌い｣ は, 特にピアノや吹奏楽などの音楽経験のない学生にとって容易ではないため, さまざまな
試みがなされている.
筆者らは ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (および関連科目 ｢音楽専門研究Ⅰ｣) において, ①指番号を明記した楽譜が効率的なピアノ
伴奏の習得につながる, ②楽譜の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理解が楽譜の効率的な理解につながるとする二つの
基本方針にもとづいた実践を行ってきた. 本報告はその取り組みの一つである, 2017 年度前期の ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井
クラス) における実践をまとめたものである. 実践の結果, 個々の学生により差は見られたものの, 指番号の意識化により
反復練習の重要性に気づいたり, 拍子やリズムの意識化により弾き歌いがスムーズになることに気づいたりするなど, ①お
よび②の方針にもとづいた取り組みに学習効果があった.
実践報告
はじめに
本報告は, 本学部の科目 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ における
｢弾き歌い｣ の指導に関するものである. ｢弾き歌い｣ と
は, ピアノなどの鍵盤楽器で伴奏しながら歌唱をする実
技のことであり, 小学校教員が音楽科を担当する際に求
められる技能でもある. また, 大多数の地域の教員採用
試験で弾き歌いが課せられている.
本学部では弾き歌いの技能を学ぶ科目として ｢音楽専
門研究Ⅱ｣ が 3年生時前期の履修を前提に設けられてい
る. ｢音楽専門研究Ⅱ｣ を受講するためには 2 年生時前
期に開講されている ｢音楽専門研究Ⅰ｣ を履修している
ことが条件である. 両者とも選択科目であり (｢音楽専
門研究Ⅰ｣ は選択必修科目), 全学生が履修するわけで
はない. 多くの学生は ｢音楽専門研究Ⅰ｣ の 15 回で,
また ｢音楽専門研究Ⅱ｣ を受講する学生の場合は 30 回
の授業で ｢弾き歌い｣ を習得することになる.
しかし, それは容易なことでない. 特にピアノや吹奏
楽などの音楽経験のない学生にとって, 学ぶべきことは
多い. たとえば平井李枝 (2016) は, 自身が勤務する宇
都宮大学の教員養成のための弾き歌い指導に必要な 14
項目 ｢鍵盤の確認｣ ｢指の動かし方｣ ｢指番号と運指｣
｢爪の長さ｣ ｢椅子の座り方と姿勢｣ ｢ピアノ用高低自在
椅子の使用方法｣ ｢グランドピアノの大屋根 (蓋) の開
け方｣ ｢メトロノームの使い方｣ ｢ペダルの使い方｣ ｢ペ
ダルの踏み方｣ ｢ピアノ演奏に適した靴｣ ｢指導に関する
諸問題 (曲の始め方, カウントの取り方)｣ ｢歌唱に関す
る諸問題｣ ｢楽譜に関する諸問題｣ をあげている.
いずれの項目も, 弾き歌いに必要な事柄である.
そのため, 教員養成課程の音楽担当教員であれば, い
かに効率よく, ピアノ初学者の学生らに弾き歌いの技能
を習得してもらうかを考えざるを得ない. 近年の関連研
究を概観するだけでも, ピアノ初学者向けに簡易伴奏譜
の作成に取り組むものや (田中 2016), デジタルピアノ
のMIDI 出力情報から得た特徴量をグラフとして可視
化する試み (田中・小倉・鈴木・辻 2015), ピアノ初学
者の学生たちが感じる難しさを調査することで初学者の
ニーズを明らかにする取り組み (桐岡・寺田・森本・難
波 2014), 学生同士の協同学習の効果を検証するもの
(坂本 2013), 学生のチェックシートを用いた指導法の
開発 (仲田 2012) など, バラエティに富んでいる.
筆者らもまた, 本学の ｢音楽専門研究Ⅰ｣ および ｢音
楽専門研究Ⅱ｣ の指導にあたり, さまざまな取り組みを
行っている1). 特に, ①指番号を明記した楽譜が効率的
なピアノ伴奏の習得につながる, ②楽譜の要素別 (拍子,
リズム, 演奏記号) の理解が楽譜の効率的な理解につな
がるとする二つの基本方針にもとづいた実践を行ってき
た. 本報告はその取り組みの一つである, 2017 年度前
期の ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井クラス) における実践を
まとめたものである.
以下ではまず ｢音楽専門研究Ⅱ｣ の概要について述べ
(1), 次に実際に使用した教材を用いて実践を紹介する
(2, 3). さいごに, 授業中の学生のコメントおよび学生
が 14 回めの授業で提出した授業についての感想を記し
たレポートから, 実践のまとめと今後の課題を整理する.
１. ｢音楽専門研究Ⅱ｣ の概要
1-1. ｢音楽専門研究Ⅱ｣ 受講学生について
先にも述べたように, 本学部では ｢音楽専門研究Ⅱ｣
が 3年生時前期の履修を前提に設けられている. 定員は
6名であり, 2017年度松井クラスの受講学生も6名であっ
たが, 1 名は欠席が続き棄権となったため, 本報告では
5 名の学生を取り上げる. 2 年生時前期に ｢音楽専門研
究Ⅰ｣ を履修済ではあるが, 受講学生らの楽譜の理解や
音楽経験, ピアノ演奏の習熟度には【表 1】のように差
がある.
A子, B子, C子, D男はピアノを習った経験がある
が, C子は幼少時の短期間でありピアノの技術はあまり
身に付かなかったという. ある程度ピアノを弾くことが
できる A子, B 子, D 男の場合でも, ピアノを弾きな
がら歌う弾き歌いは ｢音楽専門研究Ⅰ｣ で初めて行って
いる. 長年ピアノの経験がある学生でも, 弾きながら歌
うということの難しさに戸惑うケースも多い.
【表 1】にあるように, 先述のレポートではピアノ経
験の豊富な B 子が ｢歌うのもピアノも好きだが, 二つ
を同時に間違えないようにするとどちらかが間違えてし
まう. 同時に違うことをいろいろな方面でやる難しさを
感じた｣, 同じく経験の豊富なD男が ｢弾き歌いをして
感じたことは, 簡単な曲ほど弾きにくい, 弾き歌いがな
かなか難しいということだ. ...... (授業で扱う曲は) ど
れも普通に弾くことはできた. しかし, 弾き歌いとなる
と, いくらピアノが弾けても間違えてしまう部分が出て
くる｣ と書いている.
そのため, ピアノの経験がある学生でも演奏と読譜に
関する基本的な事柄を再度学ぶ必要があり, またピアノ
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経験のない学生は当然基礎から学ばなければならないの
である.
1-2. ｢音楽専門研究Ⅱ｣ の進め方
15 回の進め方は【表 2】の通りである.
15 回それぞれの授業の設定についてここで詳しくは
述べないが, 15 回を通してピアノを用いた活動を行な
うこと, 授業の前半 7回で合唱の指揮や器楽などの活動
を通してコミュニケーションを図ること, 適宜 ｢器楽｣
領域や ｢音楽づくり｣ 領域の活動も行うこと, 授業内で
振り返りができるように最終回に発表を行わないことに
留意した.
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表 1：2017 年度前期 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井クラス) 受講学生の音楽経験
音楽経験
Ａ子
小学校 1～3年生､ 5～6 年生時にピアノを習っていた.
小学校 6年生時には金管で小太鼓の経験がある.
Ｂ子 4歳～高校 3年生までピアノを習っていた.
Ｃ子 3歳～6歳までピアノを習っていたが演奏技術はあまり身についていない.
Ｄ男
3歳～18 歳までピアノを習っていた.
小学校 3～6年生時にはトランペット, 小学校 4～6年生時には和太鼓の経験もある.
Ｅ子
小中学校の音楽科の経験のみ.
器楽に苦手意識がある.
表 2：2017 年度前期 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井クラス) 15 回の流れ
日付 主な活動内容 本文該当資料
第 1回 4/12
オリエンテーション
ピアノレッスン
第 2回 4/19
合唱の指揮指導
ピアノレッスン
楽典
第 3回 4/26
合唱の指揮指導
鑑賞
第 4回 5/10
指番号の学習
合唱の指揮指導
【資料 1-1】【資料 1-2】
【資料 2】
第 5回 5/17
合唱の指揮指導
ボディパーカッション (創作)
ピアノレッスン
第 6回 5/24
合唱の指揮指導
器楽合奏
第 7回 5/31
第 6 回までの振り返り
器楽合奏
第 8回 6/7
リコーダー
器楽合奏
反復記号と曲の構成
第 9回 6/14
ピアノレッスン
共通教材を使った実践を考える
第10回 6/21
ピアノレッスン
共通事項の体験と理解
スラー, 拍の共有
【資料 3-1】【資料 3-2】
【資料 4-1】
【資料 4-2】
第11回 6/28
ピアノレッスン
リズム指導
第12回 7/5
ピアノレッスン
コードを使った器楽合奏
第13回 7/12
共通教材の弾き歌い発表
活動のまとめ
第14回 7/19
共通教材の弾き歌い振り返り
ボディパーカッション
【資料 3-3】
【資料 3-4】
第15回 7/26
まとめ
器楽合奏
２. 基本方針①指番号の実践
2017 年度前期 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井クラス) では
さまざまな試みを行っているが, 本報告では ｢はじめに｣
で述べた基本方針に関するものだけを取り上げる. まず,
①指番号を明記した楽譜が効率的なピアノ伴奏の習得に
つながる, という基本方針と, その実践について述べる.
2-1. 基本方針①指番号について
｢指番号｣ とは, ピアノ演奏の際に用いる指の番号で
あり, 両手の親指を 1番, 人差し指を 2番, 中指を 3番,
薬指を 4番, 小指を 5番と呼ぶ. これらの番号は, 漢字
の学習でいう書き順のようなものであり, 特に初学者に
とっては重要である.
ある音をどの指で弾くか, その度迷っていては時間が
かかってしまうが, どの指で弾くかが決まっていれば,
その運指通りに練習を行うことができる. また, 小学校
の多くで鍵盤ハーモニカの演奏が導入されているが, そ
の指導の際にも指番号は必要になる. 中学年以上ではリ
コーダーを取り入れる小学校も多いが, その際にもピア
ノと同じではないものの, 運指に対する意識は重要であ
る.
2017 年度松井クラスではピアノ経験のない E 子が指
番号を習得していなかった. そこで, 早い段階で指番号
の学習に特化した取り組みを行った.
2-2. 教材 ｢喜びの歌｣ (ベートーベン) による実践
以下の教材は, 松井が E 子のために作成したもので
ある.
この教材は, 左手の 1 音以外は右手だけで L. v. ベー
トーベン作曲の ｢喜びの歌｣ を演奏できるようになって
いる2). 本教材では, それぞれ 1番でド, 2 番でレ, 3 番
でミ, 4 番でファ, 5 番でソを弾くが, 実際にはいつも 1
番でドの音を弾くわけではない.
音楽科では学習指導要領で各学年で必ず歌唱教材とし
なければならない楽曲が ｢共通教材｣ として指定されて
いるが, 第 1学年の共通教材 ｢かたつむり｣ では右手の
1番でミとドを弾くことになる. 他の指番号が考えられ
ないわけではないが, それが最もスムーズに, かつ音楽
的に弾くことができる指番号である. たとえば, 本学部
の 2年生時後期に開講されている ｢音楽科指導法｣ の教
科書として指定している 『初等音楽科教育法―ハートフ
ルメッセージ』 に掲載されている ｢かたつむり｣ の楽譜
もそのように指番号が指定されている3). しかし, 特に
初学者の学生にとっては, 1 曲のなかで違う音 (たとえ
ばミとド) を同じ指 (たとえば 1番) で弾くことは困難
であり, また混乱も引き起こされる.
そこで, まずはどの指がどの番号であるかを習得して
おくことにより, 後のピアノ演奏での混乱を軽減してお
くことが期待されるのである. ｢喜びの歌｣ のメロディ
は, ｢かたつむり｣ のように同じ指で別の音を弾く必要
がない. さらに, 誰もが耳にしたことがあり, 達成感を
得られやすいと考えらえる.
また, 【資料 1-2】は【資料 1-1】と同じメロディを,
右手と左手の両方で弾くように指番号のみを変えたもの
である. この楽譜に期待されるのは, 左手の指番号の習
得につながることだけではない. 【資料 1-1】では右手
の最初の音は 1番だったが, 【資料 1-2】では 3番になっ
ている. このような手の移動を ｢ポジション移動｣ と呼
ぶこともあるが, 学生たちが場合に応じてポジション移
動が必要になることにも気づくこともできる.
実際には E 子は【資料 1-1】および【資料 1-2】の授
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【資料 1-1：喜びの歌 (ベートーベン) 1】
業以降に欠席が続き, 【資料 1-1】および【資料 1-2】
だけでは指番号を習得できなかった. しかし E 子以外
の 4 名は【資料 1-1】の楽譜を見て右手の 5 本の指で弾
けることに興味をもち, 積極的に取り組んでいた.
また, 【資料 1-2】の学習を機に, C子の練習が変わっ
た. ｢練習する｣ ｢たくさん練習する｣ という発言が ｢指
番号を守る｣ という言葉に変わり, 指番号を守る反復練
習や部分練習が出来るようになったのである. C子はそ
れ以前は, 曲のある部分が弾けなくても, 最初から最後
まで弾き通さないと不安を感じてしまい, 反復練習や部
分練習ができなかったという. 指番号に特化した教材に
よって, 最初から最後まで弾き通さないといけないとい
うプレッシャーから解放されたのだと考えられる. ピア
ノ経験のない学生は, 練習をしなければと思っても, ど
のように練習すれば上達するのかがわからない場合があ
る. C子の変化は, 指番号を守るということが一つの取
りかかりになることを示すと考えらえる.
5 本の指はそれぞれ長さが違う. その 5 本の指を使っ
てフレーズを均一に鳴らすことは容易ではない. しかし
決められた指番号で部分練習を繰り返すことによって,
身体的な学習 (指先のコントロール), 聴覚による確認
(出した音を聞き取る習慣) といったピアノの学習の基
本を身に付けられる. C子をはじめとした学生たちの様
子から, あらためて指番号の習得の必要性を確認するこ
とができた.
また, 指番号の習得のために作成した教材は【資料 1-
1】【資料 1-2】のみであるが, 授業全体を通じて指番
号の指導は継続した.
３. 基本方針②楽譜の要素別理解の実践
次に②楽譜の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理
解が楽譜の効率的な理解につながる, という基本方針と
その実践について述べる.
3-1. 基本方針②楽譜の要素別理解について
楽譜 (五線譜) は, 初学者にとっては非常に複雑なメ
ディアであると言える. 音の高低 (例：ド, レ, ミ),
音の長さ (例：4 分音符, 8 分音符) に加え, その楽曲
の拍子 (例：4 分の 4 拍子, 4 分の 3 拍子) や速度, さ
らには強弱記号 (例：フォルテ, ピアノ), 演奏上のテ
クニックを示す記号 (例：スタッカート, スラー) など
を同時に理解し, 表現しなければならない. また, これ
らの要素は学習指導要領の ｢共通事項｣ として, ｢音楽
における働きと関わらせて理解し, 活用できるよう取り
扱うこと｣ と明記されているものでもある4).
だが, ピアノの経験者であっても, ｢なんとなく｣ 演
奏している場合も多い. 学生たちが, 卒業後は ｢共通事
項｣ を指導できるようになるためには, それぞれの要素
をあらためて意識し理解する必要がある. そこで筆者ら
は, 楽譜のさまざまな要素を同時に読解するのではなく,
個別に理解できるような取り組みを行っている.
本報告で取り上げる 2017 年度前期松井クラスでは特
に, ｢拍子｣, ｢リズム｣, ｢スラー (演奏記号)｣ に着目し
た実践を行った.
3-2. 基本方針②楽譜の要素別理解の実践
｢拍子｣
まず ｢拍子｣ についての実践について述べる. 【資料
2-1】は, 均等な拍の連続であっても (資料上では ｢・｣
と表記), どこで区切るかによって ｢拍子｣ が生まれる
ことを意識させるものである. 例にある ｢2 拍子｣ ｢3 拍
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【資料 1-2：喜びの歌 (ベートーベン) 2】
子｣ ｢4 拍子｣ は一般的な楽曲でもよく使われる拍子で
あるが, 共通教材にもこの 3種類の拍子が多い.
【資料 2】では, まず学生たちが ｢2 拍子｣ ｢3 拍子｣
｢4 拍子｣ にそれぞれ数字を書き入れ, その後, 実際の
曲を手拍子で拍子を取りながら歌うという活動を行った.
曲はそれぞれ共通教材から, ｢かたつむり｣ (第 1 学年)
｢ふるさと｣ (第 6学年) ｢春の小川｣ (第 3学年) である.
この活動は, ｢拍子｣ を理解し体感することが目的で
あるが, 弾き歌いの実技にも効果的である. 先に B 子
と D 男の言葉を引用したように, ピアノ経験のある学
生でも弾き歌いに困難を感じるのは, ｢弾く｣ と ｢歌う｣
という二つの行為を同時にする経験が少ないからである.
そのため, ｢歌う｣ ということに加えて手拍子をするだ
けでも, 弾きながら歌うという行為の練習となるのであ
る.
また, 弾き歌いではテンポが不安定になることが多い.
伴奏もしくは歌唱で不確かな箇所があるとテンポが遅く
なってしまう. 一方で, 緊張しているとテンポが速くなっ
てしまう. 弾き歌いの目的は, 子どもたちの歌唱指導の
際に伴奏をすることであるため, テンポが不安定になる
ことは望ましくない. そこで, 拍子を意識することによっ
てテンポを安定させるのである.
加えて, 子どもたちに歌唱指導を行う際にも拍子を意
識することが必要である. それぞれの拍子に適切な音の
流れや強弱があるからである. 指揮をする際にもそれぞ
れの拍子に合わせた指揮の仕方が求められる. また, 先
にも述べたように拍子も学習指導要領に記載されている
｢共通事項｣ に含まれている. 何気なく歌う際には拍子
は意識されないが, 音楽科の指導のためにはあらためて
意識されなければならない.
この実践では, 学生たちが 3拍子の手拍子をしていた
ときに ｢おーっ！｣ と声をあげた. 2 拍子はマーチなど
の楽曲により運動会の行進などで体感する機会もある.
また, 学生たちが日常生活で好んできくポピュラー音楽
も多くは 2拍子や 4拍子である. しかし 3拍子の曲に接
する機会は少なく, あえて意識することで新鮮に感じら
れるようであった.
また, ここで得た拍子の感覚を演奏に生かすため, 演
奏前にメトロノームでテンポを確認するようにした. 学
生たちは集中してメトロノームの音をきき, 演奏中はメ
トロノームの音がなくてもテンポを維持できるようになっ
た.
｢リズム｣
次に ｢リズム｣ の実践について述べる.
【資料 3-1】は, 共通教材 ｢うみ｣ (第 1 学年) の歌
唱の旋律のリズム部分 (1段め) と, 8 分音符 (2段め),
歌唱の旋律 (3 段め) の 3 段をあわせて譜表にしたもの
である.
授業では, 旋律のリズム部分をカスタネットを用いて
リズム打ちすることでリズムを意識した. また, 【資料
3-1】にあるように旋律が異なっても同じリズムで構成
されている小節があることに気づかせるという目的もあ
る. 8 分音符の段 (2 段め) は, ｢うみ｣ の拍子である 4
分の 3拍子の基本拍 ｢1, 2, 3 (いずれも 4分音符)｣ を
さらに分割し, テンポを安定させるために設けた (この
ようなリズムを補足リズムと呼ぶ).
リズム打ちを行うことで, 演奏上の課題に気付くこと
ができた. ｢うみ｣ ではフレーズのさいごに 2 分音符と
4分休符で構成された小節があるが (【資料 3-1】では小
節番号 4), リズム打ちによって学生たちが 2 分音符の
日本福祉大学子ども発達学論集 第 10 号 2018 年 1 月
― 146 ―
【資料 2：拍子ってなんだろう？】
長さを 2拍分保っていないことがわかった. そうすると,
次の小節のテンポが不安定になってしまう. さらに, 小
節番号 6の小節の 8分音符の長さも曖昧になってしまう.
こうした課題は, ピアノ伴奏をしていたり歌ったりして
いるときには気づきにくいが, リズム打ちを行うことに
よって学生たちがこれらの課題を意識することができた.
特に E 子のリズム打ちに上達が見られた. はじめは
タイミングがそろっていなかったが, 松井が良い例と悪
い例を実演してみせると, 他の学生とあわせることがで
きるようになった. 授業前の E 子は, 音符に対しては
高低 (例：ド, レ, ミ) を先に意識しているようだった
が, このような活動により長さ (リズム) にも意識が向
くようになっていった.
【資料 3-2】は共通教材 ｢ふじ山｣ (第 3 学年) のリズ
ム部分を抜き出したものと, 松井によるオリジナルのリ
ズム (補足リズム), および旋律の３段をあわせて譜表
にしたものである.
この活動は, 2 人が向き合って, 楽譜の 1段めと 2段
めの活動をする. リズム通りに 2人が手を合わせ (1 段
め), 補足リズムの部分 (2 段め) を自分で手拍子を行
う. この 2段めの, 本来の ｢ふじ山｣ にはないリズムを
補足リズムとして挿入することで, ｢ふじ山｣ 本来のリ
ズムをそろえることがねらいである.
【資料 3-2】を目にすると, A子が ｢難しそう｣ と声
をあげた. 音符や休符の数が多く見えたらしい. しかし,
足や手を使ってリズム打ちをするうちに, 学生たちから
は ｢達成感が増す｣ という感想が聞こえてきた. さらに,
A 子と B 子が ｢実際に演奏するときに補足していると
ころの音符 (筆者注：補足リズムのこと) を感じれば正
しい長さで弾けるね｣ と話していた. 特に, 3 拍分の長
さがある付点 2分音符を正確に保つことができるように
なった.
また, 【資料 3-3】【資料 3-4】はそれぞれ, 共通教
材 ｢ふじ山｣ (第 3 学年), ｢もみじ｣ (第 4 学年) のリズ
ム部分を抜き出したものである.
授業では曲目は伏せ, 学生たちにクイズ形式で考えて
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【資料 3-1：うみ】 【資料 3-2】
もらう活動を行なった. この活動は【表 2】からもわか
るように 14 回目の授業であり, 学生たちはすでに両曲
目を学習している. 学生たちが回答した後, 【資料 3-3：
ふじ山】では手拍子をしながら歌唱を, 【資料 3-4：も
みじ】ではボディパーカッションの創作を行い, あらた
めてリズムを理解できているかどうか確認した.
【資料 3-3】の活動中, A 子, B 子, C 子が ｢歌いな
がらリズム打ちをするとブレスがそろって次がピタッと
合う｣ と話していた. これもまた, 補足リズムの効果で
ある. 先にも述べたように, ｢ふじ山｣ には付点 2 分音
符があるが, その長さの認識が個々で異なると次の出だ
しがばらばらになってしまう. そこに補足リズムを入れ
ることで, 長さが統一されるのである. 学生たちが, 補
足リズムが歌唱に有効であることに気づいた瞬間であっ
た.
また, 【資料 3-4】では, A 子, B 子, C 子, D 男が
｢歌詞で歌ったりピアノを弾いたりすると気づかないけ
ど, (共通教材は) リズムだけ見たら似たようなリズム
でできている｣ と話していた. この 4名は, 小学校で扱
う曲目が数多くあるため, それらすべてを指導するのは
大変だと思っていたが, リズムという観点から曲を見て
みると, 同じようなリズムが多いため曲の難易度は高く
ないという内容にも言及していた. このことは, ｢楽譜
の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理解が楽譜の効
率的な理解につながる｣ という筆者らの基本方針を裏付
けていると言える.
｢スラー (演奏記号)｣
さいごに ｢スラー (演奏記号)｣ の実践について述べ
る. ｢スラー｣ は一般に演奏記号と呼ばれる記号であり,
異なった音をつなげて演奏する奏法である. 共通事項に
も含まれている. 歌唱の際にはそれほど難しいことでは
ないが, ピアノの場合, 初学者は特に困難を感じる. 鍵
盤を弾くことに集中し, どのように演奏するかにまでな
かなか意識が向かないからである. そこで作成したのが
【資料 4-1】【資料 4-2】である.
日本福祉大学子ども発達学論集 第 10 号 2018 年 1 月
― 148 ―
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｢春がきた｣ と ｢もみじ｣ はそれぞれ第 2学年と第 3
学年の共通教材である. これらの楽譜は先述の教科書
『初等音楽科教育法―ハートフルメッセージ』 の ｢春が
きた｣ と ｢もみじ｣ の伴奏譜からスラー部分を削除した
ものである (｢春がきた｣ は右手のスラー､ ｢もみじ｣ は
両手のスラー部分を削除)5). あらかじめスラーが記載さ
れている楽譜の場合, スラーを所与のものとして見てし
まい, 伴奏に反映されないことが多い. そこで, ｢もみ
じ｣ は学生自らがスラーを書き入れることで, スラーを
意識できるよう教材を作成した. また ｢春がきた｣ では,
教科書には表記されていない左手の演奏記号 (スラーと
テヌート) を意識した活動を行い, 表現の違いを学んだ.
スラーを記入した後に伴奏の練習を行った際には, 特
に, ｢もみじ｣ の左手の伴奏の部分練習を中心にした.
｢もみじ｣ の左手の伴奏は, 音の幅が大きい. たとえば 1
小節めから 2小節めのスラー部分の音は ｢ファドミド,
ファドミド｣ と 1オクターブ近くになる. そのため手の
指を広げて弾かなければならないが, その際には音が切
れがちになってしまう. そこで, この教材を用いてスラー
の奏法を練習したところ, 音が柔らかくなめらかになっ
た.
また, この活動は伴奏としてのスラーを意識するだけ
ではなく, 歌唱にも役立つ. 歌唱の際には, ブレス (息
つぎ) を適格に行うことが重要であるが, ブレスはたい
ていスラーと連動しているからである. この活動によっ
て, 弾き歌いの, 伴奏と歌唱の両側面への効果が期待で
きるのである.
まとめ
さいごに, 授業中の学生のコメントおよびレポートか
ら, 授業全体を振り返りたい.
基本方針①指番号の実践について
まず, 基本方針①指番号の実践について述べる. 先に
述べたように【資料 1-1】および【資料 1-2】は, 指番
号が習得できていなかった E 子のために作成したもの
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【資料 4-1：春がきた】 【資料 4-2：もみじ】
である. E 子は【資料 1-1】および【資料 1-2】では指
番号を習得できなかったが, 14 回めの提出レポートで
｢指番号通りに弾くことは忘れずに心がけていきたいと
気づきました｣ と書いていた. E子が指番号を習得でき
たのはその後の, 授業内で行ったピアノレッスンによっ
てであったが, 【資料 1-1】および【資料 1-2】が指番
号を意識するきっかけになったと考えられる.
また, いずれもピアノ経験のある A子, B 子, D 男
は, ある楽曲に取り組んでいた際に, あらかじめ楽譜に
書かれていた指番号とは別の指番号に変えて弾いていた.
弾きやすくするための, あえての行動であった. これも,
あらためて指番号を意識したうえでのことである. E子
のための実践ではあったが, E子以外の学生にも一定の
効果があったと言えるのではないだろうか.
基本方針②楽譜の要素別理解の実践について
次に基本方針②楽譜の要素別理解について述べる.
【資料 2】を用いた ｢拍子｣ を意識させる活動では, 学
生たちが 3拍子に新鮮な反応を示したことはすでに述べ
た. 3 拍子を意識するだけではなく, この実践以降, 別
の曲に取り組んでいるときにも学生らが ｢1, 2, 3, 4｣
などと拍子をカウントするようになっていた. ただ弾い
たり, 歌ったりするだけでは拍子は意識されないことが
多い. 拍子を取り上げた効果があったと考えらえる.
また, ｢リズム｣ の実践にも効果がみられたことにつ
いてすでに述べた. 読譜があまり得意でない学生が, 音
の名称を楽譜に書き込むことがある. 本報告では C 子
がそうであった. だが, 音の名称を書き込むとそれを読
むことに集中してしまい, リズムがあいまいになる傾向
がある. そのような場合への対応としてもリズムの実践
は必要であると言える. C 子は【資料 3-1】の活動の際
に ｢一人の練習でも両手の音を合わせることと, 出した
音を聞くことなどを注意するようになった｣ と話してい
たが, リズム打ちの実践によってリズムに対する意識が
高まったことにより ｢音を合わせる｣ ことの大切さに気
づいたのではないだろうか.
また, リズムの理解だけではなく, 補足リズムが演奏
や歌唱に有効であることも学生たちが理解していた. さ
らに学生たちは, 共通教材に共通したリズムが多いこと
にも気づいた. 拍子, リズム, 演奏記号などの要素を同
時に理解しようとすると楽譜は難しく感じられる. だが,
それらを取りだして, 一つひとつ理解をすることはそれ
ほど難しいことではない. 学生たちには楽譜に対する苦
手意識をもつ者もいる. そのようなときに, 要素別の教
材を作成することが有効であると考えられるのである.
また, E子はレポートで, 共通教材のある曲の弾き歌
いについてテンポが難しかったと述べ, ｢その際, カス
タネットなどでテンポやリズムをとる練習をすると取り
組みやすかったかもしれないと感じました｣ と記述して
いる. 拍子やリズムの理解が, 弾き歌いの練習に効果的
であることが伝わっていると思われる記述である.
さらに, これは楽譜の理解とは別のことであるが, 拍
子やリズムの活動は学生たちが一緒にできるという利点
がある. ピアノの技術や歌唱の好みには個人差があるが,
リズム打ちはたいていの学生が同じように取り組むこと
ができる. 大学の授業は民間の音楽教室のように個人レッ
スンの形式をとることができない. そうした状況では,
ピアノの技術の高い学生に, ピアノ経験のない学生が引
け目を感じてしまうこともある. その場合に, 全員が同
じように取り組むことのできる活動の意義は重要である.
以上, 本実践は一定程度の効果があったと思われるが,
改善点や課題も明らかになった.
今後の課題
まず, 指番号の指導について取り上げる. 先に, C子
がそれまでできなかった部分練習ができるようになった
と述べた. そのこと自体は進歩であるが, 学生たちが教
壇にたつ際にはどうだろうか. 子どもたちの中には, 過
度な部分練習や反復練習によって, 音楽科がきらいになっ
たり, 器楽演奏に良い印象をもたなくなったりする子ど
ももいる. 部分練習の必要性だけではなく, そうしたリ
スクについても注意しておくべきであった.
次に, 教材作成についての課題について述べたい. 先
にも述べたように, 【資料 3-2】を目にした際にA子が
｢難しそう｣ と声をあげた. 繰り返すが, 筆者らの基本
方針は ｢楽譜の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理
解が楽譜の効率的な理解につながる｣ である. 要素を取
りだした教材の作成は, 言い換えれば楽譜の単純化でも
ある. それにもかかわらず, ｢難しそう｣ と感じさせて
しまうのでは逆効果になる恐れがある. リズム打ちなど
の活動が実際の演奏より容易であっても, まず学生が教
材を手にとったときに ｢出来そうだ｣ という気持ちにな
ることが大切であると思われる. たとえば【資料 5】の
ように, 視覚的な配慮をすることも必要だと考えた.
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改良のねらいは, 【資料 3-2】では 1 段めと 3 段めに
配置していたリズムの抜き出しと旋律を, 【資料 5】で
は 1段めと 2段めに配置し, リズムと旋律の関係をわか
りやすくしたことである. このことにより, 譜表が 3段
に及んでいてもそのうち 2段は関連したものであるとわ
かる. この改良により, 学生が取りかかりやすくなると
考えられる.
次に, 弾き歌いの演奏について述べたい. 基本方針に
より, 弾き歌いの技術は向上したと言えるが, 音楽的な
演奏として捉えたときにはどうだろうか. 現職の小学校
教員の ｢音楽科がいちばん苦手, どう具体的に授業で展
開させて良いかわからない｣ という声を耳にしたことが
ある. たとえば, 学習指導要領の ｢内容｣ (第 1 学年・
第 2学年) には ｢楽曲の気分を感じ取ったりし, 思いを
もって歌うこと｣ とあるが, こうした抽象的ともいえる
表現に音楽を専門に学んだことのない教員が戸惑うとい
うのだ.
そのような現状を踏まえると, どのように歌えば ｢楽
曲の気分を感じ取った｣ ことになるのか, ｢思いをもっ
て歌う｣ ように聞こえるような歌唱とはどのようなもの
か, といった音楽面へのアプローチが必要であると考え
られる. しかし, これまでは学生たちの弾き歌いの基本
的な技術の習得を優先させてきたため, こうした事柄を
十分に取り入れられていない. 学生たちのピアノの技術
や楽譜の理解度の差という現実はあるが, 今後は現場に
出てからの音楽面の指導のための実践にも目を向けてい
きたい.
また, 上記のこととも無関係ではないが, ピアノや吹
奏楽などの音楽経験のない学生は, 楽譜に対して苦手意
識を抱いている場合が多い. これは, 彼らにとって唯一
の音楽学習経験となる小学校や中学校の授業であいまい
に楽譜の指導が行われ, ｢よくわからないけど難しいも
の｣ という印象をもってしまっているということも原因
の一つのようである.
楽譜が読めなければ音楽行為ができないわけではない
が, 現行の学習指導要領では ｢共通事項｣ として扱うこ
とになっている. そうであるからには, 楽譜を小学校の
段階で ｢よくわからないけど難しいもの｣ にとどめてい
てはいけないのではないだろうか. 言い換えれば, 中途
半端に扱うのではなく, 子どもたちが共通事項を理解し,
それを歌唱や演奏に活かせるような指導が望ましいとい
うことである. そのためには, 学生たちが共通事項を使
いこなせるようにまでなっているべきだが, これまでの
実践では理解することが目標になってしまっている. 共
通事項はあくまでも音楽行為のためのツールであり, ツー
ルであるからにはその使い方まで習得していなければな
らない. 今後は, 共通事項の理解によって, 学生たち自
身がより充実した音楽科の授業を考えられるような実践
に取り組んでいきたい.
さいごに, 弾き歌いの指導の方向性について触れてお
く. ｢音楽専門研究Ⅰ｣ および ｢音楽専門研究Ⅱ｣ の授
業としては, 弾き歌いの技能習得を目指すのか, もしく
は弾き歌いによる実際の小学校での授業展開を考えるこ
とまで目指すのか, といった課題がある. 後者を目指す
のが理想だが, 弾き歌いの技能が中途半端なままではか
えって学生の混乱を招くかも知れない. しかし, 弾き歌
いだけが完璧にできても, 教壇にたつ際に活かせないの
では意味がない. 今後はそのバランスも探りながら具体
的な指導法を探っていきたい.
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【資料 5： ｢ふじ山｣ 改良版】
注
１) 松井は 2010 年～, 西島は 2012 年～から担当.
２) ｢喜びの歌｣ はベートーベンの交響曲第 9 番の第 4 楽章で
歌われ, 演奏される第一主題のことである.
３) 有本真紀・阪井恵, 2009, 『初等音楽科教育法―ハートフ
ルメッセージ』 明星大学出版部, p 196
４) 文部科学省ホームページ ｢小学校学習指導要領｣, http://
www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_d
etail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/12/1384661_4_2.pdf ,
2017 年 7 月 25 日アクセス.
５) 『初等音楽科教育法―ハートフルメッセージ』 (有本真紀・
阪井恵, 2009, 明星大学出版部) のそれぞれ p. 202, p. 218
に掲載.
参考文献
有本真紀・阪井恵, 2009, 『初等音楽科教育法―ハートフルメッ
セージ』 明星大学出版部
桐岡亜由美・寺田陽子・森本麻衣子・難波正明, 2014, ｢保育
士および幼稚園・小学校教員養成課程におけるピアノ指導に
関する考察 : 学生の実態調査を踏まえて｣ 『京都女子大学発
達教育学部紀要』 10, pp. 11-19
坂本暁美, 2013, ｢協同学習を取り入れたピアノ実技指導の学
習効果｣ 『四天王寺大学紀要』 56, pp. 153-164
田中功一・小倉隆一郎・鈴木泰山・辻靖彦, 2015, ｢保育者養
成課程のピアノ初心者を対象とした演奏見える化ツールの活
用実践｣ 『電子キーボード音楽研究』 10, pp. 3-12
田中宏明, 2016, ｢保育者及び教員養成系大学の学生に対する
ピアノを用いた指導：小学校音楽科歌唱教材の簡易伴奏譜活
用のあり方｣ 『高等教育ジャーナル：高等教育と生涯学習』
23, pp. 37-42
仲田久美子, ｢教員養成課程をもつ大学におけるピアノ指導メ
ソッドの開発 (1)｣ 『岐阜大学教育学部研究報告 人文科学』
20 (2), pp. 73-84
平井李枝, 2016, ｢教員養成課程学生に対するピアノ ｢弾き歌
い｣ 指導法の研究｣ 『宇都宮大学教育学部教育実践紀要』 2,
pp. 91-98
日本福祉大学子ども発達学論集 第 10 号 2018 年 1 月
― 152 ―
